
経

済

論

叢

第
八
巻

第
二
號

謹
巻
粥
四
+
四
轡

大

正

八

年

二

月

獲

行

論
.

言兄

経

濟

循

環

期

論
(
ご

財

,

部

、

静

治

・
.

一
.

・

望
月

の
咲
け
な
る
事
も
な
し
ご
思
ひ
つ
、
、

一
身
の
榮
華
何
時
迄
緩
き
得

へ
き
か
を
考

へ
す
、
天
運
理
り
て
榮

梧

恒
な
き
を
忘
歪

か
如
き
観
想
は
、
我
邦
に
あ
り
で
は
異
例
に
圏
す
、
寧

ろ
普
通
な
る
観
想
に
よ
る
匹

満
月

　
を
看

て
も

「
三
日
月

ノ
頃

ヨ
リ
待

チ

シ
今
宵

哉
」

ご
観

し

、
「
ス
コ

シ
キ
ヲ
足

レ
リ
ト

モ
知

レ
満

チ

メ

レ
ハ
ゐ
月

モ

…
程

ナ

ク
十
六
夜

の
室
」

ε
誠

む

る
か
如

き

そ

の

一
班

π
り

、
す

こ
し
き
を
足

れ
り
ど
も
知

る
の
大
旨

を
描

け

て
、

経
済

の
原

道

こ
な
す
事
も
、
評

論

の

一
大
題
目

ε
な
し
得

へ
し
ご
雌
も
、
今
專

ら
問
は
ん

ご
欲

す
る

は
、月

の
盈
虧

一
を
盈
虧

の
攣

ご
し

て
親

し
た

る
照

に
あ

り
、
直

な

る
哉
、

錘
を
撞

き
て
標
準

時
を
民

衆

に
報

ず

る
に
も

、
.日

々
今

一
の
正
午
及
夜

半
に
當

る
午

の
刻

及
子

の
刻

を
起

黙

こ
し

て

、
九

つ
を
打

ち
、
そ
,の
後

毎

二
時
間

を
経

る
に
從

ひ
八一

一
つ
七

つ
六

つ
こ
そ

の
敷

を

一
つ

つ

、
減

し
て
打

つ
の
習
慣

を
養

ひ
、

こ
れ

「
湯
中

ノ
陰

、
」陸
中

ノ
陽

さ

イ
フ

ヨ
リ

一
論

睨

経
濟
循
環
期
論
(
一
)

第
八
巻

(第
二
號

ご

一四
七

9



論

説

縄
濟
循
環
期
論
(
一
)

第
八
巻

(第
二
號

二
)

一四
入

…
起

ル
也

「

日
中
午

ノ
刻

ヨ
リ

ハ
ヤ
ソ
ノ
夜

ノ
陰
ノ
兆

ア

リ
、

コ
レ
陽

中

ノ
陰

ナ
リ
」
「
夜
年
子

ノ
刻

ヨ
リ
明

ケ

ノ

肩

ノ
陽

ノ
兆

ア
リ
」
是
陸
中

ノ
陽

ナ
リ
」
一
つ
宛
逓
減

し

て
撞

く
事
に
よ
り
「
畢

竟
光
陰

ノ
過

ユ
ク
ヲ
観

セ

シ
ム
ル

也

」

ε

の
、
解

羅
を
も

生

む
に
至

れ
る
や

(菊
岡
治
涼
著
近
代
世
事
談
中
時
の
鋪
参
照
)之
を
経
済

上

の
観

想
に
付
き

て
察

す

一
る
も
亦

、
縄
験

上
郷
濟
事
情

の
規

則
正

し
き
攣
化

を

、
指
摘

膏
明

せ
ん
ご
せ

る
も

の
は
砂

か
ら
す
、
鍛
多

き
俚

諺

サ

む

ツ

コ

…
の
中

よ
り

一
例

の
み
を
翠
ぐ

る
こ
苞
聾
せ
ん
に

、
飢
饉

針
魚

に
世

の
中

鰯

ε

い

へ
る
飛
騨

の
諺

あ
り
、

そ

の
適

否

は
兎
も
角

ε
し
、
凶
年

に
は
針
魚
多

く
豊
年
に

は
鰯
多

き
を
吉

明

せ
る
も

の
な
り
、
著
書
中

の
立

言

ご
し

て
も

亦

謝

は
、明
治
三
+
五
年
の
髪

雛

の
後
を
承
げ
、
地
方
政
治
に
多
年
の
離

を
積
め
る
初
瀬
川
踏

氏
.著
作

に
係

る

備

荒
録
緒
言
中

の

一
節

に
よ

る
に

、
年

の
豊
凶

な
る
は

省

日
月

の

盈
虧
あ

る
か
如

く
、
三
十

年

に

小
凶

あ

り
て
、
五
十

年

の
問

に
は
必

ず
大

凶
あ
り

ε
は
、
言

入

の
確
言

也

ご
上面
へ
り
、
現
今
日
常
普
通

に
注
目

さ

る

」

観

想
に
よ

る
も
亦
假

令
は
、
大

正
五
年

†

二
月
十

四
日

の
大
阪
朝

日
新
聞

記
事
中

「
沢
界

ノ
大
愛

動

力
八
年
目

、

一
株
界

ノ
天
冠
落

ハ
十
年

目

ト
、
周
期
牽

ヵ
極

ツ
テ
ヰ

ル

カ
、
明
治

四
十
年

一
月

十
九

日

二
大

株
七

百
七
十

四
圓

九

十

銭

ノ

モ
ノ
ヵ
日

曜

ヲ
起

シ
テ
二
十

}
日

二
八
、

百
五
十

五
圓

ご
落
込
」
ソ
タ

/

ハ
「
人

ノ
記
憶

二
明

方
ナ

ル
悲

風

惨

澹

/

一
幕

テ

ア
ツ
タ

ソ

レ
カ
・フ
殆

ン
ト
満
十

年

ニ
ナ

ラ
ン
ト

ス

ル
今
日

ノ
大
憂

動

ハ
、
全

ク
周
期

牽

ニ
ア
ナ
簸

…マ
」

れ
り

ε

一
大
論

断
を
下
し

つ
》
、
そ

の
原

思

に
言
及

し

「
短

イ
歴
史

ト
少

イ
人
間

ノ
根

気

一グ

ハ
容

易

二
締

綱
」

す

る
を
得
す

ε
附

言
し
だ
り

、
看

る
可

し
、
経
濟

の
周
期

又

は
循

環
期

に
關
す

る
研
究

は
、

一
撃
究

の
閑

事
業

に

.

終

る

へ
き

も

の
に
非

る
を
。

之
を
西
洋

に

つ
き
察

す
る
に

、
右
に
擘
け
し

か
如

き
常
例

の
着

想
建
、
之

か
蹄
納

的
研
究

蓬
に
、
夙

に
學
者

に



.

去

て
遂
げ
ら
要

り
、
我
か
徳
川
特

に
於
け
・
堂
旦

米
商
人

憩

馨

ら
・
・
大
玄
子

の
農

あ
善

書

商

家
秘
録
中
の

奮

に
早

、「
汐

・
攣

ハ
天
地

・
暖

・
シ
・・
、
人

・
生
死
雨

ノ
降
晴

ミ
ナ
芒

ヨ
ラ
ズ
ト
イ

「
フ
,
、
ナ

シ
、
サ
レ
.
相
場

沢

菊
ヲ

・
ッ
・
、
自
然

・
高
下

ス
商

ナ

…

天
地

ノ
理

ニ
シ
タ
ヵ
フ
遜

ア

孜

大
卒

ラ
ブ
芳

・
片
罐

・
汐
満
室

キ
カ
、
干
・
持
手

・
丁

毒

」
き

、鰹

堀

場
墾

動

難

　　隷
　鱗
　　　瀬

醗
磯

∵
…皿

霧

縷
無
難
難
蕪
鰍
　

へ
ω
...
。
。
.。旨
一・.ヨ

あ
,
ε
観
せ
し
人
も
あ
り
㎎
夫

熱

り
、
果
し
て
脛
濟
去

肇

窪

付
、
・
鯉

路

・
積

航

㎞

蹴

か

一
定

の
期
塁

挿
み
て
繰
返
さ
る
よ

聖

規
則
正
し
き
あ

あ
り
手

・
を
得

へ
き
や
・
又
そ
の
妻

あ
り

.

描

…

喜

。
如
何
。
之
。
解
攣

へ
き
・
・
た
・
が
、
以
濡

髪

饗

・
糟
粕
馨

・
・
＼

之
か
璽

の
端
賛

・㎞
翻

一
就

か
ん

ご
欲

す
。　

ロ

ほ
ま
ヰ

一.

二

、

ぢ
.

句

論

読

響

循
鋸

論
(
[
)

、
更

巻

第̂
二
號

三
)

茜

九



論

説

経
済
掴
環
期
論
〔
一
)

第
八
櫓

(第
二
號

四
)

一
五
〇

、

}
現
象

の
定
期

回
路

性

に
就

き
、
先

つ
注
意

す

へ
き

は
、
そ

の
回
蹄
的

な

る
こ
ご
確

か
め
ら
れ
な

り

ご
す
る
も

…
必

ず

し
も
之

を
惹

起
す

へ
き

事
由

を
以
て

、
痙
攣
的

π

り
、
前
後

の
關

係

に
封

ず
み
櫛
纈

性

を
峡

(
ε
、
考

ふ

へ

か
ら
さ

る
事

な
り
、
実

れ
世

に
は
孕
稔
無

事

の
間

に
、
絶

え
ず
作
用

し

つ
㌧
あ

る
力
だ

る
も

、

一
時

難

に
達

ず
れ

は

一
時

に
曝
撰

し
て
そ

の
卒

和

を
棄

し
、

か
く

て
定
期

に
の
み
、

そ

の
力

に
水

つ
く
諸
相
中

の
特

定
面

を
、
露

顯一

一
せ
し

む

へ
き
も

の
あ

り
、
そ

の
最

も
簡

重

な
る

一
例
は

、
之

を
間
歇
泉

に
求

む

へ
き

も
、
そ

の
外
叉
吾

人
は
人

の

…

筋
肉
及
神
経
の
働
か
、
そ
の
性
質
上
間
欺
的

な
る
の
事
實
を
知
る
、
素
よ
り
作
家

の
間

に
文

才
氣
喚
獲
し
、
時

,

を
選
は
す

氣

甥
成
の
文
章
を
作

す
に
困
ま
さ
る
人
あ
る

面

に
は
、
間
歇
的

に
の
み
思
想
を
湧
か
し
め
又

亘

.

之

あ
、湧

か

し
め
て
は

、
克

く
人

の
企
及
し
得

さ
る
着

想
を

な
す

の
徒
あ

る
か
如

く
、
氣
質

の
相
違

に
基

づ
く
匠

別

は
認

む

る
の
要
あ

り
ご
し

て
も
、
右

の
事

實
あ

る

か
な

め
に
、
人

入
個

別

の
身
的

及
智
能
的
行
動

一
切
に
、
定
期

回
路
性

あ

る
は
、

そ
の

一
基

本
特
色

と
す

へ
き
に
似

な
り
、

溢
れ

ご
又
庇

事
實

を
認
め

だ
れ
は

ご
て
、
之

を
本

ご

毛

玉

切
の
肚
會
現
象
定
書

欝

魔

?

、
加
之
蕎

驚

、
鑛

的
拠
る
へ
し
話

結
論
を
、
必
然
下
し

…
得

へ
し
ε
す
る
を
得

す
、

一
肚
會

の
組
成
者
ば
、
絶

え
ず
新
陳
代
謝

し
、
諸
肚
會
活
動
は
絶

え
ず

一
部
交
替
を
伴

…
ふ

三

群
。
人
。
、
,
遂
げ
、
る
へ
・
を
以

・
努

、
從

・
て
個
企

聞
す
る
研
究
上
、
・
の
身
壁

縉

紳

」
の
疲
弊

に
は
、

一
論
旨

を
立

て
得

へ
し

ε
す

る
も
、

別

に
立
読
す

へ
き
材
料

あ

る
に
非

る
限

り
、
そ

の
論
旨

を
諸

窟

の
肚
會
活
動

に
類
推
適
用
す
る
を
得
す
、
假
令
は
夜
業
を
行

へ
る

王

場

の
仕
謹

つ
き
て
見

る
に
・
そ
釜

間
勤
務
の
職
工
は
、

百

寡

働

に
よ
り
疲
弊
し
て
、
夜
業
職
工
ご
交
替

す
享

る
も
、
そ
の
事
業
は
間
断
な

一

一
続

け

ら
る

、
を
見

て
、
之

を
推

知
す

へ
き

な
り

、
看

る

へ
し
、

個
人

の
活

動
は
痙
樂
的

た
り
た
り

達
す

る
も

、
肚

甲

9



奢

暴

は
必
ず
し
も
之
か
碁

に
、
回
し
く
暴

的
た
・
へ
し
手

る
を
得
す
、
そ
の
痙
露

な
る
の
要

塞

サ

て
、
現
象
回
路
を
説
明
し
得

さ
る
を
。

一

三
.

「

永
代
節
用
無
護

の
説
明
に
麦

に

「
秋

ハ
赤
・
・
略
す

、
霧
.
熟

・
草
木
紅
蓼

・
.
熈
,
す

・
稻

モ
ア

ァ
キ

カ
罹7
1、、
・7
、
萬
民
食

二
飽

ナ
リ
」
、
オ
せ
り
元

來
凋
落

を
意

味

せ

る

}
語

間
些

に
、
秋

の

一
義

を
件

は
し
.む

る
英

語

　
の
用
例

を
も
、
偲
は

し
む

る
ご
共

に
、
四
季
は
各

そ
れ

自
膿

の

一
特

色
を
、
備
ふ

る
事
を
想

は
す
亙
は
あ

ら
す
、

レ

ニ

籍

和
漢
に
あ
り
て
は
亨

よ
り
、
易

有

太
撰

是

生
二
両
墜

而
儀
生
西

象
を

し
・四
季
も
亦
陰
陽
両
儀

の

配

合
饗

に
よ
藍

別
せ
ら
れ
、
生
、
長
、
牧
、
藏
の
四
氣
、
之

託

せ
暑

養

せ
詫

観

・
そ
窺

想

の

諮

は
悉

碧

し
、
四
季

の
璽

に
よ
り
、
生
死
、
婚
姻
、
離
婚
、
犯
罪
、
自
馨

、
人
身
上
・
出
華

冑

計
数
土
特
殊

の
塑
化

を
呈
す

る
こ
ε
は
、
可
な
り
鮮
明
に
窺
は
る
N
の
み
な
ら
す
、
諸
纏
濟
現
象
に
付
四
季
循
環

.

捧

ふ
、

夏

期
回
期
あ
る
は
、
夙
量

誉

よ
り
注
目
研
究
せ
ら
る
・
所

蒙

　
、
峯

の
骸

的
π
る
性
質

…
は
、
前
項

の
論
旨
ε
反
封
に
、
個
全

問
歌
的
活
動
親
芋

し
三

致

し
、
そ
の
果
を
耐
會
に
窺
は
し
む
讒

す

一
る
は
普
通
に
見

・
所

な
り
、
春
接

す
る
な
り
、
奮

、
計
叢
の
季
節
な
り
、
夏
は
そ
の
計
鑑
賞
施

の
た

め
に
忙

…
し
皐

勇

り
、
秋
は
決
璽

聾

の
時
た
り
、
冬

塩

な
り
、
活
躍
の
驚

戯
せ
ら
れ
・
人
経

済
上
眼
前
に

必
要
生

ロ
ー

へ
き
、
義
務

の
み
藁

争

に
逐
は
る
手

・
か
如
き
・
蕃

、事
羅

に
計
誓

よ
り
警

め
合

せ

。
試
み
は
、
そ
の
例
に
乏
し
か
ら
す
、
比
熱
に
閲
す
る
.喜

塁

の
研
究
は
、
後
に
籍

介
す

へ
き
所
な
.る
か
・

弦

に
は
か

y
る
回
蹄

現
象
か

、
季
節

の
愛

に
支

配
さ

る

Σ
こ
ε
多

き
、
農
業
地

域
及
農

業
時

代
に

は
特

に
鮮

明
に

設

眈

経
済
循
環
期
論
(
ご

第
八
巻

(第
二
號
一

五
)

一
五
「



…
論

説

響

纂

饗

・
.

更

貧

第
二
號
.

六
二

五
二

…
窺
は
る
含

こ
ε
、
旨。く。・、
は
+
月
±

曇

・
て
四
月
五
月
・
以
・
、金
融
引
締
み

月
断

し
馨

も
・鍍

金
融
霧

ご
自
、
巷

聾

里
馨

る
、
本
邦
金
鑼

に
あ
り
・
・
、
自
ら
共
の
回
.讐

波
を
異
に
す

へ
く
・
特

…
。
輕
欝

響

当

年
二
回
舘

奢

、
重
ん
ず
・
か
如
農

淫

昏

竃

・
本
邦
・
あ
り
て
は
・
之
か
影
響

診

て
の
錬

麗

あ
る
へ
き
は
、
摩

・
難

か
象

る
こ
毒

、
附
享

・
に
止
む
・
.吾
合

銀
行
持
に
諸

湧

に
支
店
を
置
け
る
銀
行
の
.
金
利
霧

を
材
督

し
、
這
馨

響

究
明
せ
ん
手

・
轟

寛

・
攣

る

を
希
ふ
者
な
。

、
、
か
の
黎

募

の
冨

・
上
、
暮

の
師
走
亀

方
金
融
引
締

・
の
月
砦

を
鑑
み
・
暴

、

　

奪

新
暦

百

に
馨

せ
る
こ
差

珍

し
・
、
縢

利
得
・
地
方
民
　

浸

し
・
碁

毯

風
は
農
民
に

も

及

。
ん
手

る
睾

寡

察
し
、
最
近
薯

+

面

の
募
債
に
際
・
、
初
・
て
本
年

一
月
を
選

へ
る
は
・
右
の
清

　
息

を
裏
書

す

る
こ

ご
を
、
想

は
す
ん

は
非
す

。

　

四

-

寵

証
票

秘
録
中

・

一
節
隠

「
中
旬
算

詞

・夏

人
定

凱

天

=
勝
・
歪

ッ
テ
春

一
勝

ッ
ト
イ

へ
'
、

}

委

ド
韓
ク
遠

ク
・
、
人
間

ノ
自
聖

ナ

・フ
善

・
物

ナ
レ
共
、夫

ナ

へ
人

・
奨

決
定

う

八
二

具

天
響

一
モ
勝

ッ
事

ア
リ
」

「
此
人
氣

ヰ
ィ

フ
物
、
サ
ラ

バ
捲

ヘ
テ

ソ

フ

シ
ヤ
ウ

ト
イ
フ
テ
・
田
楽

ル
物

証
ア
ラ

ス
・
自
然

ト

…
人

ノ

ー6

力
揃

フ
ヲ
、
人

気

ト
イ

フ
也
」

ε
説

き
、
米

の
需
給

に
よ

る
相
場

の
自
然

調
節
も

、
塒

に
は
人
魚
に

よ
り

そ

萎

る
へ
き

蕃

摺
摘
し
芳

ご

は
恰
も
亦
霧

心
理
に
特
殊

の
特
色
あ
り
、
肚
會
走

於
け

る
定
期
回
路

現

象

の
中
に
は
、此
特
色
を
警

す
へ
き
も
の
あ
り
手

る
論
旨

の

一
端
を
、言
明
芸

も

の
差

し
得

へ
し
・
假

…
令
は
氷
蜜

都
市
の
市
政
肇

運
動
は
、
痙
攣
的
な
・
の
み
な
ら
す
、
規
則
正
し
き
同
種

を
示
す
ご
垂

目
せ

ら

、

.

■



れ
た
り
、
.試
み
に
此
事
實
を
説
明
す

～
き
學
説
を
尋
ね
ん
か
、
惟
ふ
に
謂
ひ
得

へ
し
、
市
政
上
繕
え
す
働
け
る
カ

」は
、
市
政
に
關
係
せ
る
人

々
の
利
己
に
あ
り
、
そ
の
利
己
心

の
贋
露

一
定
の
度
迄
続
け
;
れ
ん
か
、
藪
に
市
民
の

忍
耐
.心
は
破
ら
れ
、
衆
.心
一
和
市
政
に
於
け
る

一
危
機
の
、
逼
迫
を
促
す
も

の
な
り
と
、
さ
れ
ご
又
右
改
革
の
糟
…

一
紳
は
利
己
的
動
機

の
如
く
、
耐
久
力
を
宿
せ
さ
る
を
以
て
、
間
も
な
く
終
熄
し
、
又
新
循
環
期
を
妬
む
ε
謂
ひ
得

へ
し
。一.

.

五

一

.

米
大
陸
に
於
け

る
西
漸
土
着

の
運
動
は
又
連
綴
的
允
ら
す
、
新
地
域
に
移
り
行
く
民
衆

の
波
動
上
、

一
起

一
伏

　恵

返
ず
こ
ε
…

遂
げ
え

号

、
夙
に
砦

實
・
霊

・
薮

授

日
・・落

は
吉
言

、「粟

合
衆
竪

一
於

け

る
土
着

、
新
境

開
拓

の
過
程

は
、
決

し
て
規
則
正

し
き
徐

行
を
以

て
、
進

行
す

る
こ
ε
な
か
り
き
、
寧

ろ

一

篇
蕊
醤
爆離
鎮
撫
舞
総
難
鱒
麩
謎
勲
鉱
藷
縫
鱗
煽

て

て
又
氣
休

め
恩
讎

の
時
を
縮
け
て
、
新
繁
忙
期
の
来
る
を
待

つ
」
ざ
。

一
般

に
諸
種

の
肚
會
活
動
に
あ
り
て
は

.

一
定

の
刺
戟
を
加

へ
ら
れ
、
か
く
て
そ
れ
等
刺
戟

に
封
ず
る
肚
會
的

一
大
反
動
を
引
起
す
迄
に
、

一
定
の
期
間
脛

疽

を
響

・
慮

要
な
歪

繋

り
・
合
番

政
界
に
付
學

る
誉

・
そ
の
大
統
鏡

鐙

の
間
に
挿
ま
を

…
期
間
経
渦
中

に
、
公
衆

の
思
想
を
維
新
し
、
そ
の
結
果
虞
ら
く
は
そ
の
期
間

の

一
画
敷
幅
す

へ
き
、
是
等
政
治
的

…
競
争
に
興
味
を
惹
く
こ
ご
強
き
に
至
る
ご
な
す
。
而
し
て
脛
濟
上

の
危
機
は
恰
も
亦
此
意
味
に
於
て
、

一
の
間
歇

的

現
象

現
す

へ
き

に
似

な
り
。

論

説

醤

循
環
期
論
二

)

f

窮
八
巻

(第
二
號

七
)

一
五
三

、

髄



論

説

縄
濟
循
覆
期
論
(
一
)

第
八
巻

(第
二
號

入
)

一
五
四

.

六

鬱

蒼

更
匹

歩
を
進
め
、
舞

上
の
危
難

・
恐
慌
に
、

一
定
期
回
路
律
あ

・
を
唱

へ
允
り
・
か
毛

足

.

期
回
路

窺

禽

、
大
姦

恐
慌
説
に
融
合

せ
ら
る

と

嚢

ヒ

、
そ
の
承
認
は
全

一
普
蓮
な
り
・
周
期
又
は
循

環
期

9

.一。
議

か

・
る
定
期
回
類
型
を
呼
ふ
に
用

ひ
ら
る

土

語
な
り
、
而
し
て
金
融
極
度

の
引
締

を
呈
玄

…
鞭
薦
諜
講
議
謹
腹鐸

並藻
縫

瞬

馨
雛

鰐

画

信

用

の
文
字
籍

ひ
つ
け
て
使
用
さ
れ
し
に
似
た
・
、
兎
指

同
褄

用

の
嚆
矢
は

喜

藝

切
か

天

六
狸

㎜

…。
ソ
チ

。
。
タ
P
統
計
協
會
墾

口書
中

∩
『。
a
・け
。・
。
一。・.
"
・自
…

。
書

・
・
。
・
君

　

;

暴

・
査

嘉

・㎜

嚢

芸

・
存
す
・
あ

み

し
、
氏
・
麓

の
病
理
を
論
・
、
数
年

釜

過
叢

引
高
籍

減
せ
・
む

ヘ
ミ
.

聴

玄
妙
な

・藷

力
あ

・
こ
妄

説
け

養

、
定
期
爵

性
に
つ
き
て
早

、
「
約
+
年
毎
に
突
然
金
融
市
場
に
・
九
需

・・

一

畢

加
督

、
之
…

三

大
塾

及
信
塁

時
鍍

却
　

の
要

・
・
疑
ふ
へ
く
も
狂

す
・
兎
指

.幅

罐
羅

講
馨

鋸
羅

　霧

額
饗

藍
卸
響

醗鴛

=
循
・
挙

、
・
鶏

姦

　

成
熟
期
・
成
長
・
・
病
的
高
年
・
経
・
終
に
裟

レ
て
死
ザ
ご

・

㎞

セ

K

一.

産
藷

期
に
關
・
・
亟

説
蒲

ま
ん
手

・
試
み
は
、
夙
暴

+
入
雑

杢

そ
の
籍

義

建

り
・
特

鵡

…
に

天

二
五
年
の
恐
慌
に
際
し
、
商
業
の
波
瀾
贋
藷

地
方
に
行
亘
る
や
、
そ
の
原
因
に
關
し
・
意
見
の
相
違
は

勾

.'



、聞

、粒

ゼ

、¢

、起

れ

ゲ

・
、、
8

欝

於
け
轟

恐
謄

よ
薪

材
料
を
齎
ら
し
・
新
馨

籍

せ
.る
や
・
そ
箱

書

愈
甚
し
き
に
至
れ
り
、
而
し
て
響

て
籍

・
・
灘

現
磐

、
説
明
せ
ん
喜

る
初
期
の
試
み
か
・
粗
箋

皮

湘
的
な
り
し
は
導

へ
き
に
非
り
き
、
・
砦

そ
の
間
讐

姦

会

注
意
を
導

・
よ
り
・
同
問
題
聚

ひ
方

雇

質
は
急
に
肇

さ
異

り
、
素
よ
り
回
路
し
來
碁

盤

は
、
集

い
采

當
髪

へ
ら
れ
し
新
馨

生
み

π

皇

讐

、
そ
の
間
他

の
學
誉

絶
え
す
そ
の
先
験
者
の
所
説
を
、
探
髪

改
善

な

・
さ
慧

亦
奮

る

簾

の
過
程
上
、
初
期
境

は
れ
た
・
意
見
相
違

・
駿

・
撮

さ
る

メ
に
至
ら
さ

り
き
、
寧

ろ
そ

の
代

り
に
諸

一
異
説
は
振
豊

て
、
別
異

最

學
繋

統
を
引
き
、
又
そ
寄

れ
も
幾
多

の
大
同
小
異
説

塞

み
・
増

し
行
窓

悪

謹

よ
り
代
表
さ
る
た

至
㌻

、
今
先

つ
輩

説

の
羅

を
瞥
見
す
る
量

甚

ん
か
・

・

…

笙

の
見
饗

し
て
挙

へ
き
は
、
恐
慌
・
以
て
幕

鍍

明

の
出
現
、
語

路
を
馨

し
む

へ
き
新
交
通
方

便
の
窪

、馨

、
麗

護

正
、
本
位
碁

の
錺

、
幽
雅
、
一
大
企
業
患

ひ
掛
け
さ
る
破
産
・
流
行

の
籍

等
の

漁

き
、

一
大
事
讐

基

つ
鼻

鏡

象
税
す
・
に
脅

、
現
に
恐
慌
の
定
期
麗

性
を
・
始
め
て
蒼

し
な
書

す

へ
き

≦

嵩
.
島

。
耳

次

い
て

。
・・
.
ず
。
除
は
、
そ

の
定
期
回
.蹄
を
以
て
、
牧
錺

撞

吉

金
帯

揚
笈

ほ

.

す
影
響

に
、
基

ぞ

も

の
な
り
と
せ
り
。

か
・
る
説
明
は
纏

濟
活
動
皐

糞

態
か
、獲

な
る
組
磐

探

る
に

…
至
れ
る
麸

、
そ
の
華

纂

す

へ
き
は
、
性
墓

詣

興
せ
ゑ

毒

、不
運

の
景
氣

。
・
・。
豊

量

…
.
け量

…
に
脅

ε
す
る
の
假
説
よ
り
進
.み
、
各
恐
籍

付

・
れ
自
警

特
別
・
・
原
野

し
て
、
善

彦

・
麓

・
先

.

た
て

る
、
数

ゲ
年

内

に
求

む

る
の
要
あ

る

へ
き
も

の
を

、
論
断

指

摘

せ
ん

こ
す
。
.

一

.形
式
的
簡
明
圭

・
ぞ

へ
塵

室

・
、
灘

・
以
・
通
擢

唇

塗

・庭

締
す
る
説
に
.あ

り
・
難

篤

悟

、
不
覊

幣
、
鑑

舞

の
揚

・
、
諸
物
警

騰
婁

促
・
、
そ
の
騰
書

聖

を
刺
戟
し
て
之

を
活
躍
せ

講

説

舞

循
鶏

論
二
〕

災

貧

第
二
號
,
.
九
二

五
五



…
論

説

鐸

錘

墾

こ

'

実

費

第
二
號

」
・
)

「
五
六

房

、
・
の
結
果
罐

に
穿

て
、
無
謀
の
放
書

甦

養

讐

罐

ゐ
ら
し
め
・
引
い
て
信
用
の
破
聾

に

廣
く
行
}旦
る

へ
き
破
産

を
惹

起
す

建
な

す
。}

一
第

三

に
恐
慌

は
屡
生
産
過
多

。
　

℃
・。
亀
目

自

葛

。
び
。
・・.
。
§

忌

・
葺

・径

・ヨ
・・
3

又
は

消
費

奮

r

ご
=
血
。.-
。
。5
、…

昔

・

に
蹄

苦

る
、
人

の
欲
望

は
事

し
も

、
充

分
に
充

た
薯

蕃

得

さ

る
か
た

め
に

・
清

喪

多

き
を
得

す
し
て
、
貨
物

の
供
給
過
多

あ
り

定
、
な
し
得

へ
き
を
以

て
、
右
二
語

は
畢
竟
回

し
事
を
吉

ひ
表

は

一
す

へ
き

、
二

つ
の
仕
方

な
り
ε
謂

ひ
得

へ
し

、
そ

の
説

に

よ
る
に
、
輓
近

機
械

の
功
程
偉

大

ご
な
り
冷
土
地

の
改

頁
行
は
る
籍

果
と
し
て
、
急
激
な
る
生
産
増
進
を

.促
し
、
肚
會

の
生
努

は
そ
の
消
費
力
に
超
過
す

へ
し
・
從

ひ
三

般
生
産
過
多

。
・・
.邑

Ω
罫

の
定
期
回
蹄
あ
る
へ
し
諾

す
、
乃
ち
之
か
た
め
に
過
潤
澤
は
不
足
を
生

す
ご
の
、
非
に
似
て
是
な
る

「
事
態
を
生
し
、
雇
主
は
そ

の
増
大
せ
る
貨
物
産
額
を
、
損

な
き
代
償
に
て
捌

き
得

さ
る
か
だ
め
に
、
鯨
儀

ぞ

そ
の
工
場
を
鎖
ち
、
そ
の
勢
働
者
を
解
雇
す

へ
し
、
そ
は
雇
主
窒

り
て
は

一
散
治

策
た
る
へ
き
も
、
之
か
た
め
に
婆

貨
惣

掌

る
、
肚
曾

の
讐

力
を
塗

る
窪

に
よ
り
・
右
の
病
症
皇

居
助
長
す

へ
し
&
説
く
。
輓
近
経
済

の
獲
達
に
あ
り
て
は
、
絵
剰
生
産

に
よ
り
恐
慌
を
促
す
よ
り
も
、
需
用

の
愛

疲

よ
り
之
を
見
る
こ
罎

頻
警

り
、
養

物
に
摯

る
欲
望
に
不
足
を
止
『け
さ
る
も
・
そ
の
墜

の
集
穿

は

㎝
必
ず
し
も
鍵

力
躍

れ
る
需
用
た
・
す
、
從

ひ
て
生
産
過
多

憲

・
解
・
、
生
産
力

の
鍵

叉
・
讐

力
あ
・

一
需
用
減

少
に

よ
り

、
惹
起

さ
れ

な
る
需

用
供

給

の

一
時
的

不
釣
合

ε
、

な
町
を
得

へ
き
も

、
右

の
學
説
上
必

す
し
.

一
も
之

を
問

は

す
。

一

一

古

陵

生
産
過
多
説
は
、
纒
濟
學
古
典
派

に
竺

異
端
強

り
き
、
乃
ち
同
派

の
學
置

殊
に

旨
』

」
u。
旦

に

よ
る
に

一
種
貨
物

の
供
給
は
、
必
然
他

の
貨
物
に
封
ず
を
需
用
だ
る

へ
き
を
揚
言

し
、

一
般
生
産
過
多

の
可
能
を

國

9



一
根
語

く
否
認
し
、
唯
特
殊
婁

・
於
け
る
-蓬

過
剰
は
、
.販
路
塁

に
よ

り
て
起
り
得

へ
き
も
・
そ
は
必
然
他

あ

種
の
集

に
於
け
る
、
生
窪

剰
の
條
件
差

ゑ

し
、
從
ひ
て
畠

舞

嚢

の
舞

形
態
は
・
恐
慌
蜀

…
す
る
最
頁

の
救
済
方
便
な
り
こ
な
す
。

さ
れ
ご
此
學
説
に
假
定
さ
る

、
か
如
き
、
生
産
及
需
用
の
密
接
な
る
交
互

露

係
も
、
實
際
上
に
は
何
庭
に
も
存

芋

、
各
生
霞

必
す
し
も
購
買
力
あ

・
需
用
義

兄
す

る
こ
覆

し
・
さ

航

ε
蕎

涙
の
暑

中
に
は
、
生
奎

の
不
調
錘

・
得

…

蕃

謬

つ
つ
、
恐
慌
・
關
・
・
そ
・
學
璽

一
か

、
る
不
調
節

か
、
引

A
口
は
さ

る
放
資

に
資
本

を
卸
す
か

な
め
に
、
引

起

さ

る
・へ
き

こ
ご
を
示

す
に
勉

め
し
者
搬

か
ら
す
、
而

も
亦
資
本

の
か

玉
る
寝

か
し
方

は
、
利
潤

最

小
化

の
傾

向

に
本

つ
く

、

「
結

果

な
り

ε
は
屡
主
張

せ

…
ら
異

り

〔特
巴

・
。,
・
冨
ε

乃
ち
此
傾
向
に
促
さ
れ
て
、
世
上
普
通

の
利
潤
馨

不
慣
れ

の
低
位
に
引
下
け
・

㎝
た
め
機

警

ら
・
る
資
本
家
は
不
満
青

き
、
不
當
に
計
誉

れ
砦

方
策
を
探

・
量

り
・
そ
の
結
果
販
路

熱
簸
聾
舞

鶴

饑

餓

骸
難

総
轄

讐

、
略
意、す
れ
は
、・諸
種
の産

他

の

一
群

の
醤

薯

、
特
に
そ
の
蓄

代
蓉

を

ω
・垂

・
、
壽

四
…

に
有

る
は
・
不
調
警

生
産
を
場

そ

、
恐
慌

の
原
因
譲

め
つ
つ
、
之
か
説
明
轟

轟

濟
組
織

覆

雑

、
大
饗

肇

態
の
建
設
に
求
錠

%

工
業
家
は
將
来

夏

化
を
讃

し
得

さ
る

青

場

窪

め
、
敷

・
.月
前
に
貨
物
生
健

當

る
こ
蕃

鶴

な
各

ら
る
、
の
み
な
ら
す
、
放
資
者
は
そ

の
用
不
用
不
定
な
る
企
業
鋳

し
、
敷

ケ
年
以
前
に
放
資
す
る
こ
蓄

・
醸

儀
な
く
せ
ら
・
、
を

て
供
碧

霜

雪

を
、
過
不
及
な
高

和
せ
し
び
る
量

は
・
出
來
得

へ
き
に
あ

ら
す
・

　

難

。
付
随
み
る

書

嚢

は
、
避
け
護

る
謝

見
越

の
過
誤
・
、
蹄
す

へ
き
・
非
す
・
て
、
墓

在

羨

…
の
無
謀

に
録

す

へ
し
と
な
す
。

論

説

讐

鎮

期
論
二

)

F

第
八
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講

親

纒
濟
循
環
期
論
(
『
)

第

八
巻

(
第
二
號

=

こ

「
五
八

」

さ
れ
感

慨
か
資
本
本
位
圭
藷

、

壷

性
病
馨

を
立
馨

ん
喜

る
、最
も
力
強
き
試
忽

夷

・
量

冨

惚
・
.鵠
・
。
』

・
・q
.一・
そ
の
他
藩

主
義

の
記
述
者
に
よ

り
、
立
て
ら
巽

・
所
藷

あ
り
、
馨

慈

慌
・
以
て
、

…一
面

に
は
現
生
産
に
於
け
る
個
人
主
義
的
性
質

の
所
張

り
と
し
、

一
面
に
は
宮

室

配
不
正
に
よ

る
所
産
な
り

一[

ε
考

塁
、
夫
れ
霧

嚢

誉

塗

上
、
並
・
通
続

目

手

・
所
は
、
傷

者
か
そ
の
霧

・
蜜

簸

下
砦

一へ
き
賃
銀
を
受
く
ε
す
る
に
あ
り
、
か
く
て

[
面
現
生
産
組
織
に
よ
れ
る
生
塵
物
は
数
増
す
る
も
-
主
ε
し
て
多

藪
賃
傭
…勢
働
冨蒼
の
資
.臥刀
k
待

つ
へ
き
、
消
費
貨
物

の
需
用
は
、
右
産
額

の
増
…進
ご
そ
の
歩
調
を
合
は
す
を
得
す
β

(乃
ち

一
の
消
費
過
少
説
な
り
)
而
し
て
そ
の.間
資
本
家
企
業
家
は
そ

の
通
有
貯
蓄

を
、
新
企
業
に
放
下
し

つ
つ
あ

.

り
、
そ
の
新
産
業
は
市
場

へ
の
貨
物
供
給
上
、
そ
の
亮
け
前
を
即
時
に
増

さ
し
め
勧
む
へ
し
、
此
過
程
は
累
積
的
に

……進
み
、
遂
に
利
を
牧
め
て
貨
物
を
質

る
の
不
能
明
白

こ
な
り
、
か
く
て

一
恐
慌
を
勧
む
る
の
時
至
る
、
而
し
て
そ

.

の
恐
慌
は
現
産
業
組
織
か
、
.根
本
的

に
改
め
ら
れ
さ
る
間
は
、
定
期
に
回
蹄
さ
る

へ
し
ご
信
ず
。
素
よ
り
所
得

の

分
配
公
雫

ご
な
ら
は
、
賃
銀
を
騰
貴
せ
し
む
る
こ
痩
に
よ
り
、
恐
慌

の
影
響
を
大
に
緩
和
せ
し
む

へ
き
も
、
肚
倉
主

.

義
者

の
主
張
す
幡
か
如
く
、
全
然
之
を
除
斥
し
得

る
こ
と
な
か
る
へ
し
、
蓋
し
販
路
停
塞
の
主
因
は
、
需
用
の
洞
察

…
と
、
豫
期

さ
る
、
生
産

の
見
込
、井

に
之
に
相
慮

せ
る
施
設

と
を
遂
く
る
の
不
能
に
求
む

へ
き
を
以
て
な
り
、信
用

趣

濟
轟

械
制
及
大
輕
替
の
獲
蓮
ご
は
、現
今
大
多
数
産
業
に
於
て
、短
時
日
の
問
に
生
産
を
需
用
以
上
に
葵

せ

一
し
め
、
何
れ
に
し
て
も
消
費
誉

現
支
挑
能
力
望

に
上
る
毒

せ
し
む
ざ

れ
暑

の
支
佛
能
力
は
・諸
肇

に

亘
り

一
様

に
生
産

ご
の
釣
合
を
保
な
し
む
る
を
得
す
、
利
潤
分
配

の
方
法
に
よ
り
、純
益

ご
の
釣
合
を
保
穴
し
め
得

…へ
き
も
、
そ
の
能
力
を
緬
牧
盆
ご
釣
合
は
し
む
る
を
得
す
、
而
し
て
需
給
の
不
釣
合
は
～
依
然
こ
し
て
代
償
崩
落
、引

一
い
て
叉
幾
多
企
業

の
勢
働
者
解
雇
、
沈
滞
、
破
産
を
促
す

へ
き
も
、肚
會
主
義
者
必
す
し
も
、之
を
問
は
さ
る
な
り
。

噛


